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誰でも AI がつくれます！AI 研修の実施 

～AI による防災力向上等をめざして～ 

 

 

 

●九州地方整備局では、AI を用いた防災力の向上や建設業界の働き方を変える DX に取

り組んでいます。 

●さらなる AI の利活用促進のため、初心者が短期間で AI を構築する研修を実施します。 

 AI への理解を深め、防災力の向上等の AI 利活用を促進することが目的です。 

●また大学等に研修カリキュラムを提供し、社会全体への AI の普及に貢献します。 

●作成する AI は従来技術では難しいとされている「中小河川の洪水を予測する AI」等で

す。今後、AI での防災技術等の実現に向け、検討を重ねていきます。 

 

 

１. 研修日時  令和３年１１月４日（木）・５日（金）  

＊取材は、５日１１：００から１２：００といたします。 

 

２. 開催場所  九州技術事務所 研修棟２F OA ルーム 

（福岡県久留米市） 

 

３. 添付資料 

        資料１：AI 研修概要  

 

４. その他 

１１：００から、講義室に隣接する部屋で AI 研修についてご説明します。 

（説明者：インフラ DX 推進室 房前建設専門官） 

１１：３０から、講義室で受講生への研修取材等を実施します。 

 

 

  【問い合わせ先】 

九州地方整備局 企画部 インフラ DX 推進室 

 建設専門官 房前和朋（ふさまえ かずとも）（内線 331７） 

  e-mail：fusamae-k8910@mlit.go.jp 

  TEL（代表）：０９２－４７１－６３３１ FAX：０９２－４７６－３４６５ 
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○九州地方整備整備局では、ＡＩの利活用や研究開発推進のため、Ｒ３から計画研修を新設。
１１／４～５に対面式で研修を実施。
未経験者でも実際にAIを作成できるカリキュラムを作成し、事務系職員を含む２０名が参加

予定。実際に自分でAIの作成を行うことでAIへの理解を深めAI活用を促進することが目的です。
【研修内容】
・整備局におけるＡＩの活用状況や他分野の事例学習。
・ＡＩ作成のノウハウ（システムのインストール、学習データの取扱い、ＡＩ作成手順など）
・題材は「中小河川の洪水予測」等とし、受講生一人一人が実際にＡＩを作成する。

AI研修概要

AIの学習に使用するデータの取り扱いや、
実際のAIプログラムを経験することで、防災
や業務でのAI利活用に必要なスキルを身に着
けることが可能。

従来技術では困難な中小河川の洪水予測を行
うAIを作成。従来技術と比較し、非常に高速で
予測を行う事や、能力の低いPCでも動作する
等の利点がある。

資料ー１
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